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 対象は 3ヶ月以上めまい症状を訴える慢性一側性前庭機能障害患者 28名（平均年齢：63.5
±15.6歳）（めまい群）と、健常者 28名（平均年齢：63.0±13.4歳）（健常群）である。方





た。めまいに関する障害の評価は Dizziness Handicap Inventory（以下 DHI）、不安の評価
は State Trait Anxiety Inventory（以下 STAI）、めまい症状とめまいに関する自律神経症状









































 3 ヶ月以上めまいを訴える慢性一側性前庭機能障害患者 28名と健常者 28 名を対象に手関節に
3 軸加速度計を装着して身体活動量を計測した。めまいに関する障害や不安、自律神経症状、姿
勢安定能は、それぞれ Dizziness Handicap Inventory(DHI)、State Trait Anxiety Inventory
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